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日光市

総務部行政改革課

課長 矢嶋 尚登

平成27年1月24日（土）

「公共施設のあり方を考えるシンポジウム」

日光市の公共施設の現状と課題

マネジメントの取組み状況

本日の説明のポイント（伝えたいこと）

2

はじめに・・

◎ 情報・問題を共有しよう！



資料２ 2015/1/24

2

333

白書等から見た現状と課題

（参考：H22）

24,826人(27.6％)

54,512人(60.7％)

10,483人(11.7％)

ⅠⅠⅠⅠ 公共公共公共公共施設（ハコモノ）施設（ハコモノ）施設（ハコモノ）施設（ハコモノ）

○○○○老朽化老朽化老朽化老朽化が進む公共施設を過大に抱え過ぎてが進む公共施設を過大に抱え過ぎてが進む公共施設を過大に抱え過ぎてが進む公共施設を過大に抱え過ぎているいるいるいる

✓市が保有する公共施設延床面積・・約53.6万㎡

✓市民１人当り公共施設延床面積・・ 約6.08㎡

※全国平均（約3.42㎡）の 約１．８倍約１．８倍約１．８倍約１．８倍

✓築30年以上の施設が全体の約４割

ⅡⅡⅡⅡ 財政財政財政財政状況（カネ）状況（カネ）状況（カネ）状況（カネ）

○○○○歳入歳入歳入歳入の減少と歳出の増加にの減少と歳出の増加にの減少と歳出の増加にの減少と歳出の増加によりよりよりより,,,,財政財政財政財政がもたないがもたないがもたないがもたない

✓合併に伴う国からの財政支援措置の終了

✓人口減少等による税収の減

✓少子高齢化に伴う扶助費の増大

✓現状規模で施設を更新すると多額の費用が必要

建替え・修繕の増加

更新費用・維持管理費の削減
ハコモノハコモノハコモノハコモノ
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ⅢⅢⅢⅢ 人口人口人口人口見通し（ヒト）見通し（ヒト）見通し（ヒト）見通し（ヒト）

○○○○人人人人口減少に歯止めがかからず口減少に歯止めがかからず口減少に歯止めがかからず口減少に歯止めがかからず,,,,働き手が減り働き手が減り働き手が減り働き手が減り,,,,超高齢社会が進む超高齢社会が進む超高齢社会が進む超高齢社会が進む

✓急激な人口減少 （20年間で約23,000人（△26％）減）

【Ｈ22】 【Ｈ４２（推計値）】

総人口 90,066人 66,88366,88366,88366,883人人人人

高齢者人口 24,826人（27.6％） 25,42225,42225,42225,422人人人人(38.0％)

生産年齢人口 54,512人（60.7％） 35,28435,28435,28435,284人人人人(52.8％)※

年少人口 10,483人（11.7％） 6,1776,1776,1776,177人人人人(  9.2％)

ヒヒヒヒ トトトト

4

市が保有する建物の状況 （平成２５年度現在）

昭和４４～平成７年に建設が集中

昭和44年～平成７年

築３０年未満昭和築３０年未満昭和築３０年未満昭和築３０年未満昭和59595959年以降年以降年以降年以降

３１．２万㎡（５８％）３１．２万㎡（５８％）３１．２万㎡（５８％）３１．２万㎡（５８％）
築３０年未満昭和５８年以前築３０年未満昭和５８年以前築３０年未満昭和５８年以前築３０年未満昭和５８年以前

２２．３万㎡（４２％）２２．３万㎡（４２％）２２．３万㎡（４２％）２２．３万㎡（４２％）
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学校施設：４割学校施設：４割学校施設：４割学校施設：４割

市営住宅：市営住宅：市営住宅：市営住宅：２２２２割割割割

地域で見る建物保有状況用途別で見る建物保有状況

ミスマッチ
が拡大

人口の約６８％約６８％約６８％約６８％を占める今市地域

⇒ 施設保有量の４５％４５％４５％４５％が配置
Ｈ２２年Ｈ２２年Ｈ２２年Ｈ２２年

現在現在現在現在

Ｈ４２年Ｈ４２年Ｈ４２年Ｈ４２年

20202020年後年後年後年後

人口の約７８％約７８％約７８％約７８％を今市地域が占める

⇒ 人口分布と施設配置のギャップが拡大

文化会館

など

学校教育

系施設

４０％

市営

住宅

２０％

７％

市役所など

６％

クリーンセ
ンターなど

その他

１４％

観光施設

４％

５％

スポーツ

施設

４％

総延床面積：53.6万㎡

6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

築30年以上の施設

平成

22年

平成

32年

築20～30年 築20年未満

築築築築30年以上年以上年以上年以上

経過する施設が経過する施設が経過する施設が経過する施設が41％。％。％。％。

平成32年には、築30年
以上が71％％％％と老朽化が

さらに進みます。

老朽化した施設は今後いっせいに老朽化した施設は今後いっせいに老朽化した施設は今後いっせいに老朽化した施設は今後いっせいに
大規模な修繕や建て替えが必要となります大規模な修繕や建て替えが必要となります大規模な修繕や建て替えが必要となります大規模な修繕や建て替えが必要となります

施設の老朽化の状況

42424242％％％％ ２９２９２９２９％％％％ ２９２９２９２９％％％％

１５１５１５１５％％％％１４１４１４１４％％％％７１７１７１７１％％％％
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■■■■ 旧耐震旧耐震旧耐震旧耐震基準の建物に対する耐震化対応が遅れて基準の建物に対する耐震化対応が遅れて基準の建物に対する耐震化対応が遅れて基準の建物に対する耐震化対応が遅れているいるいるいる

■■■■ 重要重要重要重要部位で早急に改修等が必要な建物が部位で早急に改修等が必要な建物が部位で早急に改修等が必要な建物が部位で早急に改修等が必要な建物があるあるあるある

■ 適正な時期に適正なメンテナンスが行われず、施設の劣化・損傷が進行

■ 施設情報の一元管理、建物状況の詳細把握がされていない

■ 新規整備に優先的に費用が投入され、本来必要な大規模改修や建替えが先送り

■ 地域間で、劣化の進行状況に差がある

■ 利用率・稼働率の低い施設が多い

■ 寒冷地対応が十分でない施設があり、施設の劣化に悪影響を与えている

■ 設備の耐用年数が経過し故障が多い、部品が古く、部品の更新ができない

建物実態把握で見えてきた劣化状況建物実態把握で見えてきた劣化状況建物実態把握で見えてきた劣化状況建物実態把握で見えてきた劣化状況等等等等

建物の劣化状況の詳細に調査により、老朽化とともに多くの建物で劣化が進行
していることが確認。

6 

 
人 

口 

１  5 
人 

当  鹿沼市

 

た  4.50 

 
 
 
 

 
矢板市 

 
 
 
 
 

 
4.50 

 
日光市 

5.47 

り 

（   公  4 
佐野市 

3.97
 

4.20 大田原市 

 

栃木県内市町村平均 

H  共  
足利市

 

真岡市

 3.71 

2   施  3.63 

1   設
 

3.67  

3.46 

） 延 

床  3 

面  2.85 

積  宇都宮市

 

（ 
㎡ 

/  2 

人 

） 

 

3.35 

栃木市

 

 
 
小山市 

那須塩原市 

 

2.97 

下野市

 

 
2.32 

2.07 

さいたま市 

3.36 

さくら市 

3.42 

全国市区町村平均

 

 
栃木県内市町村平均  342 

1 

200  300  400  500  600 

人口 1 人当たり市債残高（千円/人）（H24） 

人
口

１
人

当
た

り
公

共
施

設
延

床
面

積
（
㎡

／
人

）
（
Ｈ

２
１

）
 

8

←Ｈ２２日光市

県内

13市平均

3.71㎡/人

←←←←Ｈ２５日光市Ｈ２５日光市Ｈ２５日光市Ｈ２５日光市

市民１人あたりの建物の保有面積と市債の状況

≪≪≪≪各地域別の状況各地域別の状況各地域別の状況各地域別の状況≫≫≫≫

今市地域 3.80㎡㎡㎡㎡/人人人人

日光地域 7.97㎡㎡㎡㎡/人人人人

藤原地域 5.86㎡㎡㎡㎡/人人人人

足尾地域 19.42㎡㎡㎡㎡/人人人人

栗山地域 31.82㎡㎡㎡㎡/人人人人

≪参考≫

さいたま市 2.07㎡/人

秦野市 2.07㎡/人
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将来人口の見通し

総人口の減少と高齢化社会の進展
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12％

61％

28％

15％

６７％

18％
９％

53％

38％

※※※※ 急激に人口急激に人口急激に人口急激に人口減少と減少と減少と減少と高齢化が進みます高齢化が進みます高齢化が進みます高齢化が進みます

※※※※ 生産生産生産生産年齢年齢年齢年齢人口が減少します人口が減少します人口が減少します人口が減少します

H 2 H１２ H 22 H 32 H 42

生産年齢人口の減少は生産年齢人口の減少は生産年齢人口の減少は生産年齢人口の減少は、、、、税収の減少にもつながります税収の減少にもつながります税収の減少にもつながります税収の減少にもつながります。。。。

年 少 人 口

生産年齢人口

高 齢 者 人 口

21％

64％

15％

35％

55％

10％

96千人 98千人

90千人

79千人

66千人

9

10

地域別の将来人口の見込み（20年後）
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【【【【今市地域今市地域今市地域今市地域】】】】

Ｈ22年 Ｈ42年

60,831人 52,425人

Ｈ22年 Ｈ42年

14,810人 9,003人

Ｈ22年 Ｈ42年

9,936人 5,576人

Ｈ22年 Ｈ42年

2,763人 1,161人

Ｈ22年 Ｈ42年

1,726人 820人

【【【【日光地域日光地域日光地域日光地域】】】】 【【【【藤原地域藤原地域藤原地域藤原地域】】】】 【【【【足尾地域足尾地域足尾地域足尾地域】】】】 【【【【栗山地域栗山地域栗山地域栗山地域】】】】

人口減少率▲13.8％ 人口減少率▲39.2％ 人口減少率▲43.9％ 人口減少率▲58.0％ 人口減少率▲52.5％

� 全地域で人口減少・少子高齢化が進展する。

� 地域間で人口規模と人口減少率が大きく異なる。
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H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32

市税 地方交付税 その他一般財源 市債 国庫支出金 県支出金 その他特定財源

市のお金（財政） ・合併に伴う国からの財政支援措置が今後段階的に終了

・人口減少等による税収の減が予測

歳入の推移・予測

一般財源

(市が自由に

使えるお金)減少傾向減少傾向減少傾向減少傾向

11

収入が減少していくのだから・・収入が減少していくのだから・・収入が減少していくのだから・・収入が減少していくのだから・・支出支出支出支出は、その範囲内では、その範囲内では、その範囲内では、その範囲内で配分を変えていくしかない

歳出の見通し

�少子高齢化に伴い、扶助費（医療・福祉等費用）が益々増大

12

今後４０年間の建替えにかかる費用は、
１年当たり４７.８億円不足 ⇒ 建替費用を減らす

0

20

40

60

80

７３７３７３７３....４４４４

億円億円億円億円////年年年年

２５２５２５２５....８８８８

億円億円億円億円////年年年年

建替えや改修にかかる

費用（４０年の年平均）

建替えや改修に使える

費用（４０年の年平均）

５.８万円／人

１０.９万円／人

現在（Ｈ26） 将来（Ｈ42年）

市民1人当り

５５５５.１１１１万円の増施設量が変わらず人口だけ減少すると

1人当たりの保有量と負担が増える

人口が減れば施設を利用する人も減り、施設の

利用率・稼働率も下がる可能性がある⇒⇒⇒⇒ニーズの変化ニーズの変化ニーズの変化ニーズの変化

将来世代に過度な負担をかけない、人口規模や市民ニーズに
あった「総量縮減･適正配置」の検討が必要
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＋＋＋＋

14

費用削減のための方策の考え方（長寿命化と施設量削減イメージ）

0

20
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60

80

100

公共施設の建替えや

改修に使えるお⾦

今後４０年間に公共

施設の建替えや改修

にかかるお⾦

⻑寿命化による公共

施設の建替え改修に

かかるお⾦

長寿命化により

29292929％縮減％縮減％縮減％縮減 ⇓

年額21.6億円圧縮

７３.４

億円/年

２５.８

億円/年

億円/年

長寿命化しても

年額 26億円不足

更新費用の不足額を

施設量に換算すると

既存施設の

５０％（半分）が

更新できない

今後の人口や財政状況などを考えると今後の人口や財政状況などを考えると今後の人口や財政状況などを考えると今後の人口や財政状況などを考えると、、、、現在保有する全ての公共施設を現状のまま現在保有する全ての公共施設を現状のまま現在保有する全ての公共施設を現状のまま現在保有する全ての公共施設を現状のまま

維持更新することはできません維持更新することはできません維持更新することはできません維持更新することはできません。。。。
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・これから公共施設を集中して建替えする時期を迎える

・現在の公共施設総量のまま維持更新することは、近い将来大幅な財政不足に陥る

・老朽化した施設を放置せざるを得ない状況になる

・無理に借金をして、維持更新していこうということは、将来世代へ負担を

先送りすることになり、過重な重荷を背負わせることになる

・市民の生命を危険にさらしかねない。

・真に必要な施設の更新にまで影響してくる。

だからと言って

その結果

問題を解決するために・・

総量削減と長寿化等による公共施設の最適化

� 既存の施設が真に必要か（サービスの量や中味）、公共が持つべき施設なのか、

施設（ハコモノ）がないと提供できない施設なのかを全体視点で検討する。

� 今ある資産（公共施設）を有効に活用しながら、サービスの適正化を図り、財政

面での持続性と人口減少・人口構成の変化等、将来の社会変化に適応した公共施

設の最適化を図る。・・⇒公共施設マネジメントが必要

Ｈ23.3.11 ・東京九段会館天井崩落
築７７年・震度５強・死者２名

Ｈ24.12.3 ・中央道笹子トンネル天井崩落
築３５年・死者９名

公共施設の更新問題！公共施設の更新問題！公共施設の更新問題！公共施設の更新問題！

財政破綻の可能性も？財政破綻の可能性も？財政破綻の可能性も？財政破綻の可能性も？

16

行政行政行政行政推進体制推進体制推進体制推進体制
市民合意形成市民合意形成市民合意形成市民合意形成

公共施設適正配置

に係る市民委員会等
報告・調整

◆これからの公共施設をどうするかは、行政だけではなく

、市民の皆さんと一緒に、オール日光で考えていく重要

な問題です。

◆皆さんの意見を広く聴きながら計画策定等に取り組みま

す。

マネジメント計画マネジメント計画マネジメント計画マネジメント計画策定に策定に策定に策定についてついてついてついて

庁内会議 市議会

市民アンケート

市民シンポジウム

ワークショップ

地域懇談会・説明会等

情報の相互共有

様々な情報
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公共施設マネジメントの取組み公共施設マネジメントの取組み公共施設マネジメントの取組み公共施設マネジメントの取組み

≫≫≫≫ 平 成平 成平 成平 成 2 5 年 ～ 平 成年 ～ 平 成年 ～ 平 成年 ～ 平 成 6 5 年年年年 ≪≪≪≪

・全体改善方針

・用途別改善方針

・地域別改善方針

・削減数値目標

・作業工程

18

日光市公共施設マネジメント計画

「公共施設マネジメント計画」は、市が保有している公共施設を、日光

市の身の丈（人口や財政状況）にあった規模にするために、全体的視点

で考え、工夫し、やりくりするための計画です。

全 体 目 標

基本方針（全体目標を達成するための計画全体の方向性を示す）

ハコモノハコモノハコモノハコモノをををを減らす減らす減らす減らす

コストコストコストコストを圧縮するを圧縮するを圧縮するを圧縮する

サービスの最適化を図るサービスの最適化を図るサービスの最適化を図るサービスの最適化を図る
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現在、基本方針を具現化するための、改善の方策となる改善方針の

検討調整を行っています。

改善方針（改善方策）の策定検討

１）施設重視から機能重視への転換による施設の再編１）施設重視から機能重視への転換による施設の再編１）施設重視から機能重視への転換による施設の再編１）施設重視から機能重視への転換による施設の再編
・機能重複している施設の集約等の実施のため、施設再編（集約・複合化等）の考え方をルール化、手法等明示

・既存の枠組み（機能・規模・エリア）を超えた施設の集約、人口過小地域における施設再編のルール化

２２２２）施設長寿命化と安全性の確保）施設長寿命化と安全性の確保）施設長寿命化と安全性の確保）施設長寿命化と安全性の確保

・施設を長く安全に使うことを前提とした計画的保全の実施のための基本的考え方（※）を明示。
※耐震安全性の確保、劣化診断による危険部位の早期発見・解消、目標耐用年数設定による施設の長寿命化等

３３３３）資産マネジメントの展開による効率的な資産管理・運営）資産マネジメントの展開による効率的な資産管理・運営）資産マネジメントの展開による効率的な資産管理・運営）資産マネジメントの展開による効率的な資産管理・運営

・・・・再編と保全の各方策を具体的に動かすためのマネジメントの展開手法（※）について明示。

※全庁的な推進体制の構築、民間活力の活用と連携による施設機能の充実、未利用財産の処分による

財源確保、コスト削減と適正な受益者負担の検討（適正化）等

４４４４）問題意識の共有化と市民との協働）問題意識の共有化と市民との協働）問題意識の共有化と市民との協働）問題意識の共有化と市民との協働

・市民への情報提供を積極的に行うことにより問題意識の共有化や市民との協働による適正なサービス

の構築を目指すための施策について明示。

改善方針 （ 案 ）

20

これまで

用
途
ご
と
の
壁

旧市町村・地域・地区ごとの壁

これから

改善方針（改善方策）のポイント

・施設量は減らしても、サービス（機能）はできるだけ維持 ＋機能向上

・サービス提供に必要な機能、規模等を検討し、統廃合する施設を選別（仕分け）

・用途が重複する施設の集約化

・「一つの目的で一つの施設」の考え方から、「機能集約による施設の多機能・複

合化」の考え方に転換することで既存施設を有効に活用

・施設の利用範囲を考えながら、施設数と配置を適正化

市
域
施
設

地
域
施
設
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・施設を利用する市民の安全性と利便性・快適性を確保した施設維持

・定期点検による修繕箇所を把握し、早期修繕・改修により施設を長持ちさせる

・建物を支える骨組の健全性を確保し、施設をできるだけ長く使う

⇒使用する目標年数を長く設定し、計画的な修繕・改修によりトータルコスト
を削減

・民間でも提供が可能なサービスは、民間に委ねる。

・公共施設を経営資産と捉え、保有する施設を有効に活用する（施設提供と処分）

・公共施設のデータを一元的に管理し、全庁的な視点で資産経営できる体制を整備

・民間事業者の資金やノウハウを積極的に活用し、効率的・効果的に資産経営する

・未利用財産や余剰財産（土地、建物）を処分し、財源を確保

定期

点検

計画

保全

22

・将来の財政状況や人口状況を見据えて、施設量を

計画的に削減する。

・削減率の達成目標を年次別で設定し、段階的に削減

を目指す。

START

・公共施設の適正化に向けて、市民の皆様に積極的に情報公開する
（公共施設の現状、課題、市の取組み状況など）

・市民・議会・行政が問題や意識を共有し、真に必要な施設サービスのあり方を
共に考え、公共施設の適正化に向け、共に取り組む
（ワークショップ、シンポジウム、説明会等の開催）
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総量削減しながら、皆が真に必要なサービスを集約し、利用しやすい施設にしていく。

施設量をダウン↓ 機能（サービス）はアップ↑

「集約・複合化」とは

①⽼朽化と空き教室が増えている学校 ②⽼朽化が進む公⺠館 ③⽼朽化が進む⾼齢者施設

機能集約

複合化

（施設量削減のための１方策）

「公共施設最適化に向けた

市民アンケート調査」結果

【市民アンケート調査の概要】

○目的：公共施設マネジメント計画における「改善方針」
と「再編計画」の参考とする。

○対象：18歳以上の日光市民2,500人（Ｈ２６.９.１現在）
を無作為抽出・郵送方式

○実施期間：平成26年10月1日から平成26年10月31日

○有効回収数：877件（有効回収率35.1％）
24
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知っていた

27.9%

聞いたことがある

33.8%

知らなかった

37.4%

不明

0.9%

知っていた 聞いたことがある

知らなかった 不明

日光市の公共施設老朽化問題について、知っていましたか日光市の公共施設老朽化問題について、知っていましたか

「知らなかった」という回答が最も多く37.4%を占めていますが、
「聞いたことがある」「知っていた」という肯定的な回答の合計は
61.7%に達しています。

25

市の公共施設の現状と課題についての関心度について市の公共施設の現状と課題についての関心度について

強い関心を持っている

10.0%

関心を持っている

44.4%

どちらかと言えば関心は

ない

35.1%

関心はない

9.9%

不明

0.6%

強い関心を持っている 関心を持っている

どちらかと言えば関心はない

関心はない

不明

「関心を持っている」が44.4％で最も多く、「強い関心を持っている(10.0％)」を足すと、約５割強の方が、市の公共施設の現
状と課題について関心をもっています。

「どちらかと言えば関心はない」は35.1％、「関心はない」は9.9％となっており、関心がない方の割合も約5割と、関心度

合いは半々と言えます。

26
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読んだ

5.9%

知っていたが、読んではい

なかった

18.1%

知らなかった

74.9%

不明

1.0%

マンガ「日光ハコモノがた

り」を読んだ

13.2%

知っていたが、読まなかっ

た

13.3%

知らなかった

72.4%

不明

1.0%

公共施設マネジメント白書やマンガの認知度公共施設マネジメント白書やマンガの認知度

白 書 マンガ

「知らなかった（7４.９％）」が約７割となっています。一方、知っている（「知ってはいたが、
読んではいなかった(18.1％)」または「読んだ(5.9％)」と回答）は約２割となっています。

27

公共施設の利用状況

上記に掲げた用途以外に、全18項目の用途ごとの利用状況をお尋ねしています。

4.8

3.6

2.1

4.3

8.3

4.8

1.8

14.6 

17.6 

7.6 

9.8 

11.2 

6.0 

6.2 

55.9 

44.8 

50.3 

37.3 

31.2 

21.2 

33.1 

18.7 

26.9 

36.4 

43.7 

44.9 

63.6 

55.0 

6.0 

7.1 

3.6 

4.9 

4.3 

4.3 

4.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合支所

支所、出張所等

文化会館（日光総合会館、今市文化会館、

藤原総合文化会館）

公民館

図書館（今市、日光、藤原）

体育館等（体育館、柔道場、トレーニング室

等）

保健・福祉センター

よく利用している（月一回以上利用） 時々利用している（2．3カ月に一回程度利用）

ほとんど利用しない（半年に一回程度利用） 利用したことがない

不明

ほとんど利用しない

利用したことがない

28
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○利用頻度が低い方の割合（「ほとんど利用（「ほとんど利用（「ほとんど利用（「ほとんど利用

しない」または「利用したことがない」と回答）しない」または「利用したことがない」と回答）しない」または「利用したことがない」と回答）しない」または「利用したことがない」と回答）

⇒すべての施設で約８～９割

○利用頻度が低い理由としては、

「施設の存在は知っているが利用する必要
がない」

⇒すべての施設で約５～７割

29

公共施設の施策全般について公共施設の施策全般について

【【【【賛成賛成賛成賛成のののの割合割合割合割合がががが多多多多かったかったかったかった方策方策方策方策】】】】（ ）内は賛成率

� 未利用地未利用地未利用地未利用地のののの売却売却売却売却・・・・賃貸賃貸賃貸賃貸によりによりによりにより収入収入収入収入をををを得得得得るるるる ９０９０９０９０....０％０％０％０％

� 統廃合統廃合統廃合統廃合、複合化、多機能化による、複合化、多機能化による、複合化、多機能化による、複合化、多機能化による施設数削減施設数削減施設数削減施設数削減 ８６８６８６８６.４％４％４％４％

� 施設施設施設施設更新・管理更新・管理更新・管理更新・管理運営運営運営運営に民間に民間に民間に民間ののののノウハウ、資金ノウハウ、資金ノウハウ、資金ノウハウ、資金

の活用の活用の活用の活用 ７９７９７９７９.４％４％４％４％

� 施設施設施設施設の長寿の長寿の長寿の長寿命化命化命化命化 ７２７２７２７２.７％７％７％７％

� 民間施設利用時の民間施設利用時の民間施設利用時の民間施設利用時の助成助成助成助成 ７０７０７０７０.５％５％５％５％

� 近隣自治体との施設共同建設・近隣自治体との施設共同建設・近隣自治体との施設共同建設・近隣自治体との施設共同建設・運営運営運営運営 ７０７０７０７０.４％４％４％４％

30
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【【【【反対の割合が多かった方策反対の割合が多かった方策反対の割合が多かった方策反対の割合が多かった方策】】】】 ％は賛成率

� 特別な税金等の徴収特別な税金等の徴収特別な税金等の徴収特別な税金等の徴収等等等等 １９１９１９１９.７％７％７％７％

� 施設利用料の施設利用料の施設利用料の施設利用料の引き上げ引き上げ引き上げ引き上げ ３４３４３４３４.３％３％３％３％

� 施設サービス水準の施設サービス水準の施設サービス水準の施設サービス水準の引き下げ引き下げ引き下げ引き下げ ３９３９３９３９.６％６％６％６％

市民負担に繋がるような施策市民負担に繋がるような施策市民負担に繋がるような施策市民負担に繋がるような施策

【【【【賛成／反対の割合が均衡の方策賛成／反対の割合が均衡の方策賛成／反対の割合が均衡の方策賛成／反対の割合が均衡の方策】】】】

� 地域活動に密着した施設は地域活動に密着した施設は地域活動に密着した施設は地域活動に密着した施設は、地域、地域、地域、地域

住民住民住民住民等等等等が所有が所有が所有が所有し、維持管理をし、維持管理をし、維持管理をし、維持管理を行う行う行う行う ５８５８５８５８.４％４％４％４％

31

32
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33

最後に

次の世代に負担を残さないために子供や孫たちなど

ご清聴ありがとうございました。


